
◎主な内容◎主な内容
市議会議員選挙結果市議会議員選挙結果（関連2㌻）（関連2㌻）

小林陵侑選手がＷ杯総合優勝を決める小林陵侑選手がＷ杯総合優勝を決める（関連3㌻）（関連3㌻）

第２次市環境基本計画を策定第２次市環境基本計画を策定（関連４，５㌻）（関連４，５㌻）

一般会計予算一般会計予算（関連６，７㌻）（関連６，７㌻）

◎表紙◎表紙

五輪を沸かせた選手たちが凱旋！市民と交流を深める五輪を沸かせた選手たちが凱旋！市民と交流を深める（関連２、３㌻）（関連２、３㌻）

◎主な内容◎主な内容
ふるさと納税の紹介ふるさと納税の紹介（関連４、５㌻）（関連４、５㌻）

熱中症の症状と対策熱中症の症状と対策（関連６、７㌻）（関連６、７㌻）
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オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
凱が

い
せ
ん旋

　

本
市
出
身
で
第
24
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
日
本
代
表
と
し
て
活
躍
し
た
永
井
秀
昭

さ
ん
、
小
林
潤
志
郎
さ
ん
、
小
林
陵
侑
さ
ん
が
凱
旋（
土
屋
正
恵
さ
ん
は
合
宿
の
た
め
欠
席
）。市

民
栄
誉
賞・ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
授
与
式
や
五
輪
報
告
会
に
出
席
し
、市
民
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
市
市
民
栄
誉
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
授

与
式
は
５
月
６
日
、
市
総
合
運
動
公
園
体

育
館
で
開
か
れ
、
日
本
を
代
表
し
、
世
界

を
相
手
に
戦
い
抜
い
た
３
選
手
を
祝
お

う
と
市
民
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
式
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
ジ
ャ

ン
プ
男
子
個
人
で
金
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
、
Ｗ
杯
で
自
身
2
度
目
と
な
る
総
合
優

勝
を
果
た
し
た
小
林
陵
侑
さ
ん
と
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
3
大
会
連
続
で
出
場
し
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
複
合
団
体
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
永
井
秀
昭
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
を
贈

り
ま
し
た
。
ま
た
、
2
大
会
連
続
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
小
林
潤
志
郎
さ
ん

と
本
市
で
初
め
て
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競

技
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
果
た
し
た
土

屋
正
恵
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
を
贈
り

ま
し
た
。

　
佐
々
木
孝
弘
市
長
は「
選
手
の
皆
さ
ん
に

3選手がそれぞれの 母校を訪問しました

た
く
さ
ん
の
感
動
を
い
た
だ
い
た
。ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
の
日
本
の
エ
ー
ス
と
し
て
、大
会

で
日
本
勢
第
１
号
と
な
る
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
小
林
陵
侑
選
手
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

複
合
団
体
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
永
井

秀
昭
選
手
、ジ
ャ
ン
プ
団
体
入
賞
に
貢
献
し

た
小
林
潤
志
郎
選
手
、力
を
振
り
絞
り
懸
命

に
前
の
選
手
を
追
う
姿
を
見
せ
て
く
れ
た

土
屋
正
恵
選
手
。４
人
の
選
手
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
明
る
い
希
望
と
活
力
を
い
た
だ
い
た
。す

で
に
次
の
目
標
に
向
け
、走
り
出
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
」と
た
た
え
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
永

井
さ
ん
は「
市
民
栄
誉
賞
と
い
う
栄
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
栄
誉
は
、
私
個
人
の
力
だ
け

で
は
な
く
、
一
緒
に
団
体
戦
を
戦
っ
た

チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
監
督
、
コ
ー
チ
、
活
動

を
支
え
続
け
て
く
れ
た
家
族
そ
し
て
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。

私
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
挑
戦
は
今
回
で

終
わ
り
ま
し
た
が
、
違
う
角
度
か
ら
競
技

に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
市
か
ら
日
本
や
世
界
で
活
躍
で
き

る
人
材
が
誕
生
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」と
受
賞
の
喜
び
を
伝
え
ま
し
た
。

　
市
民
栄
誉
賞
は
、
広
く
市
民
に
敬
愛
さ

れ
、市
民
に
明
る
い
希
望
と
活
力
を
与
え
た

者
を
た
た
え
る
た
め
、
平
成
26
年
に
制
定
。

制
定
以
来
、
初
の
授
与
と
な
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
は
、ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
関
心
を
高
め
、市
民
に
明
る
い
希
望
と
活

力
を
与
え
た
者
を
た
た
え
る
た
め
に
平
成

31
年
に
制
定
。令
和
元
年
に
小
林
陵
侑
さ
ん

が
受
賞
し
て
以
来
の
授
与
と
な
り
ま
す
。

　
式
典
後
は
、北
京
２
０
２
２
冬
季
五
輪
報

告
会
が
開
か
れ
、五
輪
の
思
い
出
を
語
っ
た

り
市
民
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
り
な
ど
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
永
井
さ
ん
は
母
校
の
田
山

小
、
安
代
小
、
安
代
中
を
訪
問
。
小
林
潤

志
郎
さ
ん
、
陵
侑
さ
ん
は
柏
台
小
を
そ
れ

ぞ
れ
訪
問
し
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

安代小
　地元出身者のメダリストの
登場を心待ちにしていた子ど
もたちは、永井選手の講演に真
剣に耳を傾けました。短い時間
の中、多くの子どもたちが質問
するなど凱旋を喜びました。

田山小
　学校の大先輩である永井
選手の登場を楽しみにして
いた子どもたちは、記念撮影
やメダルに直接触れるなど
貴重な体験に大いに盛り上
がっていました。

柏台小
　特製のうちわや太鼓で出
迎えた児童たち。緊張した面
持ちで質問したり、金、銀と
二つのメダルに触れたりと
憧れの先輩たちとの交流を
楽しみました。

安代中
　講演や質問コーナーなどを
行った後、生徒たちはメダルに
触れました。生徒は「想像以上
に重かった。自分もメダルが取
れるような選手になりたい」と
熱い思いを語っていました。

各校の様子を紹介します

１

1、2市民栄誉賞を受賞した小林陵侑さん
と永井秀昭さん　3スポーツ栄誉賞を受
賞した小林潤志郎さん　4選手を代表し
選手生活を振り返りながら感謝の意を伝
える永井さん　5オリンピックを振り返
りながら市民の質問に答える小林陵侑さ
ん　6国体開催を記念して作られたカウ
ントダウンボードにサイン　7会場に集
まった市民に手を振りながら退場　8式
典には参加できなかった土屋正恵さんが
後日道の駅にしねに設置されたカウント
ダウンボードへサイン

２３

４

78

５6

【SAJ令和4承認第00687号】

【SAJ令和4承認第00688号】
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～
市
民
が
雄
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を
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え
る
～
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全国からの応援で
八幡平市が元気に

　皆さんは、ふるさと納税という制度を知っていますか？「納税するこ
とで返礼品がもらえる」というイメージがあるかもしれませんが、一番
の効果や目的はまちづくりに生かされる点です。
　本号でふるさと納税の仕組みや活用状況について紹介します。

　

市
で
は
、
約
５
０
０
品
の
返
礼
品
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」を
活
用
。

令
和
２
年
度
に
は「
楽
天
ふ
る
さ
と
納

税
」に
返
礼
品
の
掲
載
を
始
め
ま
し
た
。

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
る
だ
け
で

は
な
く
、
返
礼
品
事
業
者
の
紹
介
や
市

の
魅
力
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
、
全
国
の

皆
さ
ん
が
市
の
魅
力
に
触
れ
、
訪
れ
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

返礼品の一部を紹介返礼品の一部を紹介

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
正
式

に
は
地
方
創
生
応
援
税
制
と
い
い
、
企

業
が
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創
生
の
取

り
組
み
に
寄
附
を
し
た
場
合
、
法
人
関

係
税
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
寄
附
下
限
額

が
10
万
円
と
企
業
に
と
っ
て
も
利
用
し

や
す
く
、
税
の
負
担
軽
減
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
や
参
画
と

い
っ
た
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　
市
の
魅
力
に
全
国
が
注
目

　

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

　
一
つ
一
つ
丁
寧
に
梱
包

　
市
で
は
、ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の

一
部
に
つ
い
て
、梱
包
作
業
を
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
事
業
所（
そ
よ
か
ぜ
の
家
・
ポ

パ
イ
の
家
・
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
蓮
華
）に

通
う
人
た
ち
が
行
っ
て
い
ま
す
。全
国
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
い
た
こ
と

で
生
ま
れ
た
仕
事
を
通
じ
て
、障
が
い
を

持
っ
て
い
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
な
が

ら
働
く
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
作
業
は
、
指
導
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
、
自
ら
伝
票
や
商
品
を
確
認
し
、

商
品
に
合
っ
た
段
ボ
ー
ル
を
組
み
立
て
、

緩
衝
材
を
入
れ
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
梱
包
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
も

　
募
集
し
て
い
ま
す

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、「
生
ま
れ
育
っ

た
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
」、「
思
い

入
れ
の
あ
る
地
域
を
応
援
し
た
い
」と

い
う
気
持
ち
を「
寄
附
」と
い
う
形
で
自

治
体
に
届
け
る
制
度
で
す
。
手
続
き
を

す
る
と
寄
附
金
の
う
ち
２
０
０
０
円
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
所
得
税
の
還

付
、
住
民
税
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
自
治
体
の
特
産
品
や
自
慢

の
商
品
を「
返
礼
品
」と
し
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

期待に応える事業を展開 集まった善意を 6つの事業に活用

豊かな自然環境保全・活用に1 躍進する産業の振興に2 創造性あふれる人材の育成に3 その他の事業5福祉の充実に4 市長に一任6

観光施設の維持管理費用﻿などに充て
られました

新規就農者等支援事業、花き品種開発
事業などに充てられました

スクールバス運行事業（スクールバス
購入費）に充てられました

戸籍住民基本台帳費（子どもスプーン
の購入）﻿などに充てられました

図書購入費などに充てられました 少人数学校等の児童・生徒のサポート
の教職員配置費用に充てられました

市では、新鮮な野菜や伝統工芸品などさまざまな返礼品を取り
扱っています。詳しい内容は「ふるさとチョイス」や「楽天ふるさ
と納税」で紹介しています。

ふるさと納税の詳
細はこちらから

たくさんの応援ありがとうございます。
令和３年度の本市に寄せられたふるさと納税の実績を
紹介します。

■ふるさと納税（個人） 3,993件…9,359万円

■企業版ふるさと納税 ３件…1,000万円

全国から支援
！！

全国から支援
！！

～ふるさと納税がまちづくりに大きく貢献～
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熱中症について救急隊員に聞いてみよう
　毎年、夏の時期に熱中症患者を目の当たりにしている救急隊員に、救急救命士の視点から、熱
中症の症状が発生した場合の心構えなどについて伺いました。

Ｑ　どんな時に熱中症の救急搬送が多いですか？
Ａ　暑さに体が慣れていない季節の変わり目に急
に気温が上昇した時や、体感的に熱いと感じる時
は、年齢や屋外を問わず要請が増えます(表参照)。
　高齢者は、暑さを感じにくく窓を閉め切って
いたり、汗をかきにくい、のどが渇きにくく水
分補給が少ない、エアコンを使いたがらないと
いったことがあり、倒れていたり、ぐったりし
ている様子に気づいた周りの人が要請するケー
スが多いです。

Ｑ　熱中症を発生した場合、救急隊が来るまで
の間にできることはありますか？
A 1　傷病者を日陰やクーラーが効いた部屋な
ど涼しいところへ移動する。窓を閉め切って高
温となった部屋は、窓を開け換気する。
A 2　水で濡らしたタオル、保冷剤、うちわな
どで体温を下げる。
A 3　傷病者自身が意識があり、水分を欲し、
飲める状態であれば、電解質を含んだスポーツ
ドリンクなどを飲ませる。
A 4　意識が無い場合は窒息する危険があるた
め、無理に飲ませてはいけない。
　ただし熱中症になった子どもを、心配した
周りの大人が冷やしすぎて、救急隊が現場到
着した時には唇が紫になっていた例もありま
した。

表　熱中症の症状による救急搬送件数
年度 件数 管轄別内訳件数

令和４年度
(5月18日現在)

２
八幡平 １
松尾 １

３年度 ７
八幡平 ３
松尾 ２
安代 ２

２年度 13
八幡平 ５
松尾 ５
安代 ３

　
八
幡
平
消
防
署　
警
防
係　
主
査

　
　
　
救
命
救
急
士　
夏
堀　
卓
さ
ん

Ｑ　市民の皆さんに伝えたいことを教えて下さい
Ａ　これからの時期は、こまめに水分補給をし
ましょう。マスクも人との接触がない場合には、
こまめな着脱が必要です。

Ｑ　コロナ禍でこれまでの夏と違う点は？
Ａ　マスクをしていると体温調整が難しくな
り、熱中症のリスクが高まります。
　また救急車内では、傷病者及び同乗者は
100％マスクを着用していただき、感染防止に
努めています。救急隊員もゴーグル、マスク、
感染防止衣を着用しており、熱中症にならない
よう車内は冷房をつけるとともに、こまめに水
分補給や休息を取るようにしています。

　
市
と
大
塚
製
薬
㈱
は
５
月
19

日
、
健
康
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
、
包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

　

同
社
は
製
品
の
研
究
開
発

や
健
康
に
つ
い
て
の
啓
発
活

動
の
知
見
を
生
か
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
や

熱
中
症
対
策
な
ど
の
活
動
を

し
て
お
り
、
市
は
今
回
の
協
定

に
よ
り
同
社
の
経
験
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
同
社
の
ニ
ュ
ー
ト
ラ
シ
ュ
ー

テ
ィ
カ
ル
ズ
事
業
部
迫
上
仙
台

支
店
長
は「
当
社
は
ヘ
ル
ス
ケ

ア
に
関
連
し
た
多
角
的
な
取
り

組
み
を
し
て
お
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
貢
献
で
き
る
取
り
組
み

を
、共
に
進
め
て
い
き
た
い
」と

意
気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。

大塚製薬㈱と包括連携協定を締結

大塚製薬（株）ニュートラシュー
ティカルズ事業部迫上仙台支店長
（左）と佐々木孝弘市長

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
く
る

　
気
温
や
湿
度
の
上
昇
に
よ
り
、
気
を
付
け
た
い
の
が
熱
中
症
で
す
。
暑
い
８
月
の
ほ
か
、

湿
度
の
高
い
６
月
や
７
月
に
も
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
熱
中
症
の
予
防
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
（
☎
・
内
線
１
０
９
０)

◎
熱
中
症
と
は

　
私
た
ち
の
体
に
は
、
暑
い
環
境
の
下
で

も
、異
常
な
体
温
上
昇
を
抑
え
る
た
め
の
体

温
調
節
機
能
が
備
わ
っ
て
お
り
、暑
い
と
き

に
は
汗
を
か
く
な
ど
し
、
体
温
を
調
整
し

て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
は
、こ
の
体
温
調
節
機
能
が
う
ま

く
働
か
な
く
な
り
、体
の
水
分
や
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状

態
を
指
し
ま
す
。
屋
外
だ
け
で
は
な
く
、屋

内
で
何
も
し
て
い
な
い
時
で
も
発
症
し
、救

急
搬
送
を
要
し
た
り
、場
合
に
よ
っ
て
は
死

亡
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
熱
中
症
は
予
防
が
大
切

　
熱
中
症
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
無
理
な
外
出
を
せ
ず
、
住
ま
い
や
衣
類

の
工
夫
を
す
る
な
ど
、
暑
さ
を
避
け
る
。

・の
ど
が
乾
く
前
に
水
分
、塩
分
、ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
補
給
す
る
。

・
急
に
暑
く
な
る
日
や
継
続
す
る
暑
さ
に

注
意
す
る
。

・
集
団
活
動
の
場
で
は
、
参
加
者
の
体
力

や
体
調
に
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
互
い
に

配
慮
や
注
意
を
す
る
。

表　暑さ指数と注意事項

31以上
危険

高齢者においては安静状態でも発
生する危険性が高く、外出はなるべ
く避け、涼しい屋内に移動する

28~31
厳重警戒

外出時は炎天下を避け、室内では
室温の上昇に注意する

25~28
警戒

運動や激しい作業をする際は定
期的に十分な休息をとる

25 未満
注意

激しい運動や重労働時には発生
する危険性がある

◎
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
活
用
を

　
環
境
省
・
気
象
庁
は
熱
中
症
へ
の
か
か

り
や
す
さ
を
示
す
暑
さ
指
数（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ)

を
使
い（
表
参
照
）、
危
険
な
暑
さ
を
事
前

に
知
ら
せ
る
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
で
、

注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
は
、暑
さ
指
数
の
予
測
が
33
以

上
の
場
合
に
発

表
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容

は
、
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
環

境
省
の
熱
中
症

予
防
情
報
サ
イ

ト
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。　

◎
熱
中
症
の
症
状

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
熱
中
症
の
疑

い
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
重
症
度
Ⅰ　
手
足
の
し
び
れ
、め
ま
い
、

筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
が
あ
る

■
重
症
度
Ⅱ　
吐
き
気
、頭
痛
、倦
怠
感
、

意
識
が
何
と
な
く
お
か
し
い

■
重
症
度
Ⅲ　
呼
び
掛
け
へ
の
返
事
が
お

か
し
い
、
真
っ
す
ぐ
歩
け
な
い
、
け
い
れ

ん
、
意
識
が
な
い

こまめな休憩を取って行われた「こどもか
けっこ教室」

図

携帯電話用 スマートフォン用

熱
中
症
の
症
状
と
対
策
に
つ
い
て

汗や皮膚温度で
体温が調整できず
体温上昇

熱中症
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市役所からのHOT LINE
　

市
は「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
in

I
W
A
T
E
20

２
２
」（
岩
手
朝

日
テ
レ
ビ
主
催
）へ
の
出
展
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
申
し
込
み
後
は
事

前
協
議
を
設
け
、
注
意
事
項
の
説

明
や
ど
の
よ
う
な
内
容
で
制
作
を

検
討
し
て
い
る
の
か
聞
き
取
り
を

行
い
ま
す
。

■
内
容　
市
の
魅
力
を
表
現
し
た

15
秒
の
CM

で
、テ
ー
マ
は
問
い
ま

せ
ん
が
、未
発
表
の
作
品

■
参
加
の
流
れ　
❶
参
加
申
込
書

の
提
出
❷
事
前
協
議
❸
作
品
提
出 

❹
市
の
代
表
作
品
選
考
会
❺
番
組

収
録
に
出
場

■
参
加
申
込
期
限　
７
月
１
日
㈮

■
事
前
協
議
日
時　
７
月
４
日
㈪

か
ら
7
日
㈭
の
間
で
調
整

■
作
品
提
出
期
限　
9
月
29
日
㈭

■
規
格　
H
D（
16
：
９
）を
基
本

と
し
、D
V
D
ま
た
は
ブ
ル
ー
レ

イ
デ
ィ
ス
ク

■
番
組
収
録
日　
11
月
下
旬
か
ら

12
月
上
旬

■
番
組
収
録
場
所　
岩
手
朝
日
テ

レ
ビ

■
賞
品　
作
品
提
出
者
へ
市
共
通

商
品
券（
番
組
で
入
賞
す
る
と
、最

大
で
２
万
円
分
）を
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政

課
広
報
広
聴
係（
☎
・
内
線
１
２

０
3
）

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で

市
の
魅
力
を
伝
え
よ
う

　

今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲

に
思
い
を
致
し
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、
戦
没

者
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

は
、
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
対
象
と
な
る
人
で
、
ま
だ
請

求
し
て
い
な
い
人
は
早
め
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　
令
和
２
年
４
月
１
日

時
点
で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
人
が
居
な
い
場

合
で
、
戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
遺

族
の
う
ち
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
者
１
人

❶
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

❷
戦
没
者
の
子

❸
戦
没
者
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹（
戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
す
る
な

ど
の
要
件
に
よ
り
順
番
の
入
れ
替

わ
り
有
り
）

❹
❶
～
❸
以
外
の
戦
没
者
の
三
親

等
内
の
親
族（
戦
没
者
の
死
亡
時

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計

関
係
を
有
す
る
）

■
支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
限　
５
年
３
月
31
日
㈮

■
請
求
窓
口　
市
役
所
地
域
福
祉

課
ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総
合

支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福

祉
課
福
祉
総
務
係（
☎
・
内

線
１
１
１
４
）

子
育
て
支
援
員
の
知
識
や

技
能
を
修
得
す
る
機
会

 

市
は
滝
沢
市
、
矢
巾
町
、
雫
石

町
の
４
市
町
合
同
で
子
育
て
支
援

員
研
修（
地
域
保
育
コ
ー
ス
）を
行

い
ま
す
。

■
対
象　
地
域
に
お
い
て
子
育
て

支
援
の
仕
事
に
関
心
を
持
ち
、
家

庭
的
保
育
事
業
な
ど
へ
の
従
事
を

希
望
す
る
、
ま
た
は
既
に
従
事
し

て
い
る
市
内
在
住
の
人

■
日
時　

▼
講
義　

７
月
３０
日
、
８
月
６

日
、
８
月
２０
日
、
８
月
27
日
、

10
月
１
日
の
全
５
回
。
い
ず
れ

も
土
曜
日
午
前
９
時
半
か
ら
午

後
４
時
半
ま
で

▼
見
学
実
習　
8
、
9
月
中
の
２

日
間
実
施
。
日
程
は
受
講
決
定
後

に
調
整
し
ま
す
。
※
資
格
、
職
歴

に
応
じ
て
一
部
受
講
免
除
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所　
矢
巾
町
公
民
館

■
費
用　
２
７
５
０
円
の
テ
キ
ス

ト
を
各
自
で
準
備

■
募
集
人
数　
３
人（
本
市
分
）

■
申
込
期
限　
６
月
30
日
㈭

■
申
し
込
み
方
法　
受
講
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
受
講
申
込
書
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
地
域
福
祉
課
か
ら
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福
祉

課
児
童
福
祉
係（
☎
・
内
線
１
１

０
３
）

企
画
し
、
実
施
す
る
こ
と
▼
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
後
に
お
い
て
も
継
続

的
に
情
報
提
供
及
び
個
別
相
談
を

行
う
な
ど
の
支
援
が
あ
る
こ
と
▼

営
利
目
的
で
な
い
こ
と

■
補
助
限
度
額　
20
万
円

■
提
出
書
類　
事
業
計
画
書
、
収

支
予
算
書
、
団
体
調
書
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福

祉
課
福
祉
総
務
係（ 

☎ 

・
内

線
１
１
１
４
）

　
市
は
市
内
に
お
い
て
結
婚
を
望

む
男
女
の
出
会
い
の
場
を
積
極
的

に
支
援
す
る
団
体
に
補
助
し
ま
す
。

地
域
、
職
場・
団
体
や
サ
ー
ク
ル

で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
補
助
対
象　
次
の
要
件
を
満
た

す
団
体

❶
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

者
で
組
織
さ
れ
る
団
体
で
あ
る

❷
団
体
の
代
表
者
が
成
人
で
あ
る

■
補
助
事
業　
▼
独
身
の
男
女
が

出
会
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

出
会
い
を
支
援
す
る

団
体
に
補
助
し
ま
す

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内

線
１
４
５
３
）

コ
ミ
バ
ス
利
用
料
を

減
免
し
て
い
ま
す

　

市
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用

料
を
半
額
に
減
免
し
て
い
ま
す
。

❶
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る

❷
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

❸
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る

❹
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
諸

施
設
に
よ
り
養
護
な
ど
を
受
け

て
い
る

❺
常
時
介
護
ま
た
は
養
護
な
ど
を

要
す
る
❶
か
ら
❹
ま
で
に
掲
げ
る

人
の
介
護
ま
た
は
養
護
を
行
う

❻
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受

け
て
い
る（
最
初
の
交
付
日
か
ら

１
年
間
に
限
る
。）※
運
転
免
許
証

の
返
納
時
に
証
明
書
の
交
付
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
資
格
に
異
動
が
あ
る
と
き
】

　
社
会
保
険
な
ど
他
の
健
康
保
険

に
加
入
・
脱
退
し
た
と
き
は
、
14

日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

就
職
や
退
職
し
た
な
ど
の
際
に
は
、

忘
れ
ず
市
民
課
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
告
は
済
ん
で
い
ま
す
か
】

　
国
保
税
は
前
年
の
所
得
を
基
に

計
算
す
る
た
め
、
確
定
申
告
な
ど

が
済
ん
で
い
な
い
と
、
正
し
い
算

定
が
で
き
な
い
ほ
か
、
軽
減
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
国
保
税
の
減
免
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
事
業
・
給
与
な
ど
の

収
入
が
前
年
よ
り
一
定
割
合
減
少

し
た
世
帯
な
ど
に
対
し
て
国
保
税

国
保
税
の
納
税
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

　
市
内
で
下
水
道
本
管
の
詰
ま
り

が
度
々
発
生
し
て
い
ま
す
。
水
洗

ト
イ
レ
に
紙
お
む
つ
や
生
理
用

品
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
水
に
溶
け
に
く

い
も
の
を
流
す
と
、
詰
ま
り
に
よ

り
水
洗
ト
イ
レ
の
水
が
逆
流
し
た

り
、
下
水
道
施
設
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
水
洗
ト
イ
レ
に
は
、
水
に
溶
け

や
す
い
も
の
以
外
は
流
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課

維
持
管
理
係（
内
線
・
１
２
７
７
）

水
洗
ト
イ
レ
に
異
物
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
市
は
結
婚
に
伴
う
経
済
的
負
担

の
軽
減
の
た
め
、
新
婚
世
帯
に
対

し
、新
生
活
の
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者　
次
の
❶
か
ら
❽

ま
で
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

❶
令
和
４
年
1
月
1
日
か
ら
５
年

３
月
31
日
㈮
ま
で
の
期
間
に
入
籍

し
た
夫
婦

❷
申
請
時
点
で
、
夫
婦
と
も
市
内

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

❸
夫
婦
の
合
計
所
得
が
４
０
０
万

円
（
年
収
に
換
算
す
る
と
約

５
４
０
万
円
）未
満

❹
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
制
度
に

よ
る
家
賃
補
助
を
受
け
て
い
な
い

❺
市
税
・
家
賃
の
滞
納
が
な
い

❻
こ
れ
ま
で
に
同
じ
補
助
金
を
受

給
し
て
い
な
い

❼
夫
婦
と
も
婚
姻
日
時
点
の
年
齢

が
39
歳
以
下

❽
市
が
指
定
す
る
家
事
育
児
参

画
促
進
講
座
を
受
講
し
て
い
る

■
補
助
対
象
期
間　
４
年
1
月
1

日
か
ら
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

■
補
助
対
象
経
費　
補
助
対
象
期

間
に
要
し
た
次
の
❶
及
び
❷
の
費

用（
上
限
30
万
円
。夫
婦
と
も
婚
姻

日
の
年
齢
が
29
歳
以
下
の
場
合
は

新
婚
世
帯
に
対
し
新
生
活

の
費
用
を
支
援
し
ま
す

上
限
60
万
円
）

❶
住
宅
取
得
・
住
宅
賃
貸・
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
し
た
費
用（
※
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

❷
引
っ
越
し
に
要
し
た
費
用
で
、

引
っ
越
し
業
者
ま
た
は
運
送
業
者

に
支
払
っ
た
費
用

■
申
請
期
限　
令
和
５
年
３
月
31

日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福

祉
課
福
祉
総
務
係
（
☎
・
内

線
１
１
１
４
）

　
森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は
伐
採

を
開
始
す
る
90
日
か
ら
30
日
前
ま

で
に
、林
地
開
発（
１
㌶
以
上
）を
す

る
と
き
は
事
前
に
届
け
出
や
許
可

申
請
の
各
種
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
本
年
度
か
ら
伐
採
届
の
様
式
が

変
わ
り
、ま
た
伐
採
終
了
後
に
報
告

書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
農
林
課
ま

た
は
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部
ま

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▼
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の

立
木
の
伐
採
＝
農
林
課
林
業

森
林
の
伐
採
と
林
地
開
発

事
前
手
続
き
が
必
要
で
す

係
（
☎
・
内
線
１
３
３
９
）

▼
保
安
林
で
の
立
木
の
伐
採

や
土
地
の
形
質
の
変
更
＝
盛

岡
広
域
振
興
局
林
務
部（
☎

０
１
９・
６
２
９・
６
６
１
５
）

▼
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の

１
㌶
を
超
え
る
開
発
行
為
＝

盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部（
☎

０
１
９・６
２
９・６
６
１
６
）

を
減
免
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は

７
月
号
の
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
▼
国
保
の
資

格　

市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
・

内
線
１
０
７
７
）▼
国
保
の
税
額　

税
務
課
市
民
税
係（
☎
・
内
線
１

１
２
７
）
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市役所からのHOT LINE

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　
市
は
市
民
の
生
活
環
境
の
向
上

と
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
及

び
住
宅
関
連
産
業
を
中
心
と
し
た

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
住
宅
水
洗
化
工
事
費
に
助
成

し
ま
す
。
申
請
は
必
ず
工
事
着
手

前
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
住
宅

▼
自
己
が
２
分
の
１
以
上
を
所
有

し
、
自
己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を

同
一
に
す
る
親
族
が
延
べ
床
面
積

の
２
分
の
１
以
上
居
住
し
て
い
る

市
内
の
住
宅
▼
過
去
に
同
助
成
を

受
け
て
い
な
い
住
宅

■
対
象
工
事

▼
既
存
の
排
水
設
備
、
便
槽
ま
た

は
合
併
処
理
浄
化
槽
を
下
水
道
処

理
施
設
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
ま
た
は
合
併
処
理
浄
化
槽
に
接

続
す
る
工
事
と
そ
れ
に
伴
う
増
改

築
工
事
▼
対
象
工
事
に
要
す
る
経

費
が
10
万
円
以
上
の
工
事
▼
集
合

住
宅
は
居
住
専
用
部
分
、
併
用
住

宅
は
住
宅
部
分
を
対
象
と
す
る
工

事
▼
増
築
の
場
合
は
、
増
築
面
積

が
10
平
方
㍍
以
下
の
工
事
▼
施
工

業
者（
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
）

が
施
工
す
る
工
事
▼
他
の
補
助
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
工
事
▼
令
和

５
年
３
月
20
日
㈪
ま
で
に
完
了
報

告
が
で
き
る
工
事

■
対
象
者　
助
成
金
の
交
付
請

求
時
に
対
象
住
宅
を
所
有
し
、
居

住
し
て
い
る
人
▼
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人
▼
過
去
に
助
成
を
受

け
て
い
な
い
人

■
助
成
金
額　
対
象
工
事
に
要
し

た
経
費
の
５
分
の
１
以
内
の
額

（
上
限
10
万
円
）

※
市
共
通
商
品
券
で
交
付

住
宅
水
洗
化
工
事
に
助
成

　
６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

環
境
基
本
法
で「
環
境
の
日
」を
定

め
、
６
月
を
環
境
月
間
と
し
て
、

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
環
境
月
間
を
き
っ
か
け
に
、
私

た
ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
環
境
基
本
計
画
の
概
要
や
基
本

方
針
ご
と
の
取
り
組
み
例
を
５

月
号（
№
３
２
３
）で
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
環
境

衛
生
係（
内
線
・
１
０
６
９
）

６
月
は
環
境
月
間
で
す

■
申
請
期
限　
１
月
31
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下
水
道
課

維
持
管
理
係（
☎・内
線
１
２
７
８
）

皆さんの「知りたい」「聞きたい」に応えます！令和4年度もまちづくり出前講座を開催　

　市は日頃行っている業務を地域の皆さんに知っ
ていただくため「まちづくり出前講座」を開講して
います。市政全般をはじめ、健康に関することな
ど、幅広いメニューを用意しています。
■申し込み方法　出前講座は、市内に在住、通勤ま
たは通学しているおおむね10人以上の団体であれ
ば申し込みできます。講座一覧表の中から希望の講
座を選び、仮予約をした後、会場を決め、受講希望
日の２週間前までに申込書を提出してください。そ
の後、日程などを調整します。
■その他　▶出前講座の開催時間は２時間以内で、
開催場所は原則、市内に限ります ▶材料費などが
必要な場合は、受講者負担となります ▶新型コロ

No 出前講座名【所要時間】 担当課 内線番号

1 八幡平市の財布【20分】 企画財政課 1201

2 防災講座【30分～120分】 防災安全課 1262

3 交通・防犯講座【30分～60分】 防災安全課 1265

4 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～地域おこし協力隊編～【40分】 まちづくり推進課 1455

5 八幡平市の公共交通政策について【60分】 まちづくり推進課 1453

6 八幡平市公式LINEについて【40分】 まちづくり推進課 1455

7 ～家への愛情を未来につなぐ～空き家にしないそのために【40分】 まちづくり推進課 1456

8 みんなが進める男女共同参画【60分】 文化スポーツ課 1142

9 気軽にスポーツはじめてみませんか？【60分～120分】 文化スポーツ課 1147

10 八幡平市の観光【45分～60分】 商工観光課 1313

11 ごみを減らそう！分別しよう！【30分】 市民課 1068

12 食品ロス削減のために、できることから始めよう【30分】 市民課 1068

13 国民健康保険の仕組み【30分～60分】 市民課 1072

14 後期高齢者医療の仕組み【30分～60分】 市民課 1073

15 知っておきたい悪質商法～騙
だ ま

されないために、騙されたら～【30分～60分】 市民課 1066

16 みんなで考えよう「農（みのり）と輝（ひかり）の大地のエネルギー」【30分】 市民課 1069

17 知ろう、支えよう、認知症～あなたも今日から認知症サポーター！～【60分～ 90分】 健康福祉課 1088

18 知っておこう！備えておこう！成年後見制度【30分～60分】 健康福祉課 1086

19 いのちの門番「ゲートキーパー」ミニ講座【60分～90分】 健康福祉課 1091

20 障がい者の日常生活を支えるためにできること【30分～60分】 地域福祉課 1108

21 よくわかる！子育て支援制度【30分～60分】 地域福祉課 1101

ナウイルス感染症対策を考慮した上で講座を実施し
てください。
■問い合わせ先　文化スポーツ課生涯学習係（☎・
内線１１４４）

﻿令和３年度ニュースポーツ教室の様子

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【
現
金
の
寄
付
】

▼
故
工
藤
修
様
…
４
月
８
日
、
市

の
発
展
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
、

遺
志
に
よ
り
4
０
１
１
万
１
４
９

円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
工
藤
様
は
平
成
19
年
か
ら
4
年

間
、
八
幡
平
ふ
る
さ
と
会
の
会
長

【
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
】

▼
ア
ク
セ
リ
ア
㈱
様
…
３
月
28
日
、

市
が
地
域
再
生
を
図
る
た
め
に
行

う
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

２
０
０
万
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染症が
疑われる場合の相談先

■発熱など症状がある場合
▶かかりつけ医がいる場合は、かかりつ
け医に電話相談する。
▶かかりつけ医がいない場合や夜間・休
日で相談先に困る場合は、受診・相談セ
ンターに電話相談する。
■発熱など症状がない場合
▶全般的な相談は、一般相談窓口に電話
相談する。
■相談先
▶受診・相談センター（☎ 019-651-
3175）
▶一般相談窓口（☎ 019-629-6085）

を
務
め
、
市
の
発
展
に
寄
与
し
ま

し
た
。
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

7月15日㈮
10：0０～15：００ 要相談 市民課

（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） 7月14日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1063 ）

※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は9：00）か
ら受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、症状が重い子どもの治療
に支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診し
ましょう。
※新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３１１1）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　１0：００～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　１４：００～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　１４：００～
神経内科 第３木曜日　　　　　１0：００～

安代診療所（☎７２-３１１５） 内科 第２木曜日　　　　　午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、内科で初診を受け、医師が必要
と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平市立病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）
東八幡平病院（☎78-2511） 大里医院（☎22-1251）

鹿角中央病院（☎23-4131）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎019-654-1080）

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
柏台薬局（☎71-1001） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
すみれ薬局（☎78-8075） 日本調剤薬局（☎30-1193）

花輪調剤薬局（☎30-0066）

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

市税納期（納期限６月30日）　市県民税（第１期） 市税納期（納期限８月1日）　固定資産税（第２期）、国民健康保険税（第１期）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（安代地区体育館）
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（大更コミセ
ン）
■まちづくり推進課＝定例行
政相談　9：30～12：00（市役所
本庁舎）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（安代総合支
所）

■図書館休館日
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（安代地区体育館）▶親子
教室【受付】　9：30～9：55（市役
所多目的ホール棟）
■体育協会＝キッズサッカー
教室　18：00～19：00（市総合
運動公園体育館）
■寺田コミセン＝七時雨大学
「開講式」　10：00～15：00

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■松尾コミセン＝輝楽大学
「開講式」　9：30～11：30
■大更コミセン＝ふれあい大
学第2回講座　9：00～17：00

（秋田県角館方面）
■田頭コミセン＝のびのび体
操教室　10：00～11：00

■寺田コミセン＝幼児映画会　
10：00～10：30（寺田保育所）
■体育協会＝ナイトグループ
ラ ン ニ ン グ 　 18：30～19：30

（松尾総合運動公園）

■田頭コミセン＝ EM廃油
せっけん作り教室　10：00～
11：00
■寺田コミセン＝女性移動研
修　8：30～16：40（八戸方面）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■松尾コミセン＝料理講座　
9：30～13：00
■田頭コミセン＝寺子屋「折
り紙教室」　10：00～12：00
■健康福祉課＝乳幼児健康相
談・離乳食教室【受付】　9：
30～9：40（市役所多目的ホール
棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■大更コミセン＝映画上映会
「映画三昧の日」　10：00～16：
00

■図書館休館日（図書整理日） ■商工観光課＝岩手山山開き　
（神事は6：00 から焼走り登山
口）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14:50（松尾地区内）

■広報はちまんたい発行日
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：40（松尾地区内）
■寺田コミセン＝茶道教室寺
子屋　15：30～16：45

■田頭コミセン＝のびのび体
操教室　10：00～11：00

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■ 体 育 協 会 ＝水中ゆっくり
ウォーキング　18：30～19：30

（松尾 Ｂ＆Ｇ海洋センター）

■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～15：00（荒沢地区）
■田頭コミセン＝寺子屋「パ
ステルアート教室」　10：00～
12：00

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶１歳６カ月
児健診【受付】　13：00～13：30

（市役所多目的ホール棟）▶２
歳６カ月児歯科健診【受付】　
14：00～14：15（市役所多目的
ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
12：00～14：30（田山地区）
■松尾コミセン＝輝楽大学　
9：30～11：20
■大更コミセン＝大更婦人学
級第2回講座　10：00～16：00

（盛岡市）

■体育協会＝ウエイトトレー
ニ ン グ教室　18：30～20：00

（市総合運動公園体育館）

■五日市コミセン＝「あづま
るべ」10：00～12：00

4	

11	

6/20	 21	 22	 24	

27	 29	 30	 7/1	

5	 6	 7	 8	

12	 13	 14	 15	

28	

23	 小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）リリィ薬局西
根店・（鹿角）ファーマックス
かづの薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）柏台薬局・（鹿角）日
本調剤薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶おはなしのじか
ん①　11：00～11：30▶おはな
しのじかん②　14：30～15：00
▶Tom＆Tam Story Time　
15：00～15：30

■市役所閉庁日
■マイナンバー本庁窓口休日
臨 時 開 庁　9：00~12：00（ 市
民課）
■ 体 育 協 会 ＝第4回八幡平
CUPタグラグビー大会　9：
00～（市ラグビー場）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）すみれ薬局・

（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）鹿角中央病院▶当
番薬局（市内）柏台薬局・（鹿
角）花輪調剤薬局

25	 26	

2	 3	

9	 10	

16	 17

６月20日〜７月17日
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（４月届け出分）（４月届け出分）

■人口の動き【4月30日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,770（－8） 6,331（＋8）
松 尾 5,420（－9） 2,461（±0）
安 代 3，957（－12） 1,762（－7）
合 計 24,147（－29） 10,554（＋1）
男 性 11,621（－19）
女 性 12,526（－10）

出生 10 死亡 44
転入 73 転出 68

項 目 4月 １月からの累計

人身事故 1（0） 6（2）
物損事故 25（25） 150（140）
負 傷 者 2（0） 14（2）
死 者 0（0） 0（0）
飲酒運転 0（０） 0（0）
火 災 1（1） 6（4）
救 急 90（90） 417（417）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数15歳～49歳を対象にした 
就職・転職などの相談会

　もりおか若者サポートステー
ションでは、就職活動をしてい
るがなかなか決まらない、転職
を考えているなど、就職に関す
る相談に応じます。相談は無料
です。
■日時　6月20日㈪❶午後１時
半から❷２時半から　※各回１

国民年金保険料の追納で 
将来の年金額が増えます

　国民年金保険料の免除、納付
猶予、学生納付特例を受けた期
間があると、保険料を全額納め
たときに比べ、老齢基礎年金額
が少なくなります。将来受け取
る年金額を増やすために、10年
以内であれば、さかのぼって納
める（追納）ことができます。
　免除などを受けた期間の翌年
度から起算して３年度目以降の
追納の場合、当時の保険料額に
一定額が加算されます。
■問い合わせ先　▶ねんきん加
入者ダイヤル（☎0570-003-004）
▶盛岡年金事務所（☎019-623-
6211）

国の平和と安全守る 
自衛官候補生の募集

　自衛隊では、自衛官候補生を募
集しています。
■種目　自衛官候補生
■試験日　7月9日㈯
■申し込み資格　入隊予定月の
１日現在で18歳以上33歳未満の
人（学歴・資格は不問）
■申込期限　6月20日㈪
■入隊予定　5年3月下旬から４
月上旬
■問い合わせ先　自衛隊岩手地方
協力本部盛岡募集案内所（☎019-
641-5191）

人（組）
■場所　大更コミュニティセン
ター
■ 予 約 期 限　6月16日㈭午後
５時
■予約・問い合わせ先　同ス
テーション（☎ 019-625-8460）

さんさ踊りパレードに 
一緒に参加しませんか

　八幡平さくらさんさ愛好会
（山口聡子代表）では、８月１日
から行われる盛岡さんさ踊り
パレードに出場します。
　６月から太鼓・踊りのパー
トごとに分かれての練習、7月
から全体練習をします。興味の
ある人は、気軽に練習会場へ来
てください。
■会場　西根地区市民センタ－
■日程　6月9日㈭、16日㈭、
23 日㈭、30日㈭※7月以降の日
程は練習の際に連絡します。
■時間　午後7時から9時まで　
■問い合わせ先　同会フェイ
スブックまたは事務局・佐々
木（☎090-4631-7591、メール
8sakurasansa@gmail.com）

就農を考えている人へ　　
就農相談会を開きます

　 八 幡 平 農 業 改 良 普 及 セ ン
ターでは、市内で就農を考えて
いる人や親の農業を継ぐ予定
の人を対象に個別相談会を開

きます。
■日時　7月14日㈭午後1時
から4時まで
■場所　市役所多目的ホール棟
■申し込み期限　7月12日㈫　
※相談会は予約制です。
■問い合わせ先　同センター担
当・髙橋（☎75-2233、ファクス
75-2269）

個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしております。
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子育てＮＥＷＳ

いきいきシルバー
健康福祉課高齢福祉係 ☎・内線1084

健
康
づ
く
り
と
笑
い
で
人
生
を
豊
か
に

健
康
づ
く
り
と
笑
い
で
人
生
を
豊
か
に

【
下
野
駄
老
人
ク
ラ
ブ
】

【
下
野
駄
老
人
ク
ラ
ブ
】

　
今
回
は
、
松
尾
地
区
の
下
野
駄
老

人
ク
ラ
ブ（
内
田
剛
会
長
、
会
員
35

人
）を
紹
介
し
ま
す
。

〇
ど
ん
な
ク
ラ
ブ
で
す
か
？

　
ク
ラ
ブ
で
集
ま
る
と
演
芸
の
話
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
話
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
た
話
な
ど

で
盛
り
上
が
り
、
い
つ
も
笑
い
が
絶

え
な
い
愉
快
な
ク
ラ
ブ
で
す
。

〇
ク
ラ
ブ
の
活
動
モ
ッ
ト
ー
は
？

　

地
域
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
活

動
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活

動
、
健
康
な
心
身
で
人
生
を
謳お

う
か歌
す

る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
３
つ
を

指
針
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

〇
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
自
治
会
や
地
区
社
協
の
行
事
に
参

加
し
て
、
花
壇
や
道
路
沿
い
の
草
刈

り
の
他
、
社
会
福
祉
協
議
会
周
辺
の

草
取
り
と
植
木
の
手
入
れ
な
ど
を
行

い
、
地
区
の
環
境
美
化
に
尽
力
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
、
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。
他
に
も
日
帰
り
研
修
旅
行
を
実

施
し
、
市
の
職
員
を
招
い
た
健
康
づ

く
り
や
認
知
症
予
防
、
防
災
安
全
に

つ
い
て
の
講
話
を
聞
き
、
知
識
を
深

め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
日
帰
り

研
修
旅
行
は
、
市
の
地
域
経
済
に
貢

献
す
る
た
め
地
元
の
温
泉
宿
泊
施
設

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

〇
今
後
の
活
動
は
？

　
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
た
活
動
を
し
た
い
で
す
。
世

代
間
の
交
流
を
楽
し
む
活
動
を
通
じ

て
、
会
員
の
み
な
ら
ず
地
域
の
皆
さ

ん
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

研修旅行を通して会員同士の親睦を深める

地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1106

児童手当の現況届の提出が児童手当の現況届の提出が

原則不要になりました原則不要になりました
　毎年6月に提出している児童手当現況届の一律
の届出義務が本年度から廃止されます。
　ただし提出が必要な人もいますので、対象とな
る人には、必要書類を送付しています。
　また児童手当法が改正され、本年10月支給分（６
月から９月分）から児童を養育している人の所得
が所得上限限度額（表参照）以上の場合、児童手当
等は支給されなくなります。
　詳しくは、地域福祉課児童福祉係に問い合わせ
てください。

◆児童手当　児童を養育している人の所得に応じ
て支給します。
◆支給の対象　0歳から中学校卒業までの児童を
養育している人に支給されます。
◆支給月　６月、10月、翌年２月

◆手当月額（一人当たり）
▶所得制限限度額未満の場合
・３歳未満　一律 15,000円
・３歳以上小学校修了前
　　第１子・第２子：10,000円
　　第３子以降：15,000円
・中学生　一律 10,000円
▶所得制限限度額以上で所得上限限度額未満の場合
　一律 5,000円
▶所得上限限度額以上の場合　支給されません

表　所得制限の目安
扶養親族
等 人 数

所 得 制 限
限 度 額

所 得 上 限
限 度 額

０人 622万円 858万円
１人 660万円 896万円

２人 698万円 934万円

３人 736万円 972万円

児童手当について
詳しくはこちらへ

◆食事について正しい知識を学ぶ
　保健講話は４月26日、全校生徒を対象に平高体育
館で開かれました。思春期の高校生は生涯にわたる
健康の基礎となる生活習慣を確立する大切な時期で
あり、特にも食生活の大切さについて学んで欲しい
という思いから、校内の保健厚生課が毎年企画して
います。講師に県央保健所の菊地智子上席栄養士を

招き「賢く食べる～
身体と心を支える食
生活～」という演題
で講義。生徒たちは
自分の食生活を振り
返りながら、毎日の
食事が健康な体や心

を育む基本であることや、適度な運動とバランス良
く食べることが生活習慣病予防になることなどを学
ぶ貴重な機会となりました。

◆仲間とともに景色を楽しむ
　平高山岳部は新入生２名が加わり、現在部員６名
で活動しています。仲間とともに安全に登山を楽し
むため、日々トレーニングと座学に励みながら、毎

令和４年度保健講話を開催

週末には地元八幡平市
や近隣の山々に趣き、登
山を堪能しています。　
　５月の高総体県大会
では、３位入賞を目標に
頑張っています。全校生徒で食生活の大切さを学ぶ 好天の下、記念の一枚

部活動で学年を超えたつながり

★
平
高
に
入
学
し
た
理
由

　
平
高
生
で
野
球
部
員
で
も
あ
っ

た
兄
か
ら
、
高
校
の
雰
囲
気
や
授

業
の
こ
と
、
部
活
動
の
こ
と
を
聞

い
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、学
校
説
明
会
に
参
加
し
て
、

先
輩
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
学
校
紹

介
を
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
、

平
高
な
ら
自
分
も
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

★
平
高
の
魅
力
は
？

　
平
高
は
あ
い
さ
つ
が
活
発
な
学

校
で
す
。
先
生
や
部
活
の
先
輩
だ

け
で
な
く
、
通
学
時
な
ど
地
域
の

人
へ
の
あ
い
さ
つ
も
欠
か
さ
な
い

の
で
、
地
元
に
根
付
き
、
つ
な
が

り
を
大
事
に
す
る
学
校
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

★
こ
れ
か
ら
の
夢
や
目
標
は
？

　

自
分
の
長
所
で
あ
る「
積
極
的

で
明
る
い
と
こ
ろ
」を
強
み
に
、

地
元
企
業
に
就
職
し
、
一
生
懸

命
働
い
て
親
孝
行
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
目
標
を
実
現
す
る
た

め
に
一
つ
で
も
多
く
の
検
定
や

資
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
勉
強

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
応
援
団
長
も
や
っ
て
い

る
の
で
、
平
高
の
元
気
な
あ
い
さ

つ
と
校
歌
・応
援
歌
を
後
輩
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　応援団　団長

瀬川 流
りゅうせい

星さん
（普通科3年：川口中出身）

一球入魂！投手として、大きな掛け声でチームを牽
引します
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

博物館博物館だよりだより

図書館図書館だよりだより

M U S E U M

L I B R A R Y

博物館　TEL 63-1122

� 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

Vol.66

パラレル

◎結成何年目？きっかけは？
　結成14年目です。旧西根地区には、女性が集う
婦人部というサークルのようなものがあり、さま
ざまなレクリエーションをしていました。時代の
流れとともに参加者が減り、婦人部はなくなりま
したが、有志で集まり健康維持と親睦活動を続け

メンバー15人（5月1日現在）
代表：松浦 行子＝山崎＝

たいと思い、サークル名をパラレルとし、現在は
体への負担の軽いビニールバレーボールをして
います。
◎活動の内容は？
　バレーボールより
も柔らかいボールを
使い、ウォーミング
アップをして体を温
め、試合形式でプレー
しています。人数が少 強烈なアタックを決める

ないので工夫しながら活動しています。
◎活動の魅力は？
　初心者でも気軽にできることと、仲間と協力
しながら和気あいあいと声を掛けながらプレー
できるのが魅力です。おしゃべりをしながら親
睦を深めています。
　また、全身を使った運動なので、肩こりや腰痛
の改善やストレス解消効果も期待できます。
◎今後の目標は？
　競技人口は年々減ってきていますが、市独自の
スポーツであるビニールバレーボールを次世代に
つなげていくため、会員一丸となり、体が動く限
り続けていきたいです。
◎活動日時・場所は？
　毎週火曜日午後１時から４時まで平舘コミュニ
ティセンター体育館で活動しています。年齢は問
いませんので、興味のある人は見学・体験にきて
ください。一緒に体を動かしましょう！
■問い合わせ先　松浦（☎ 74-2164）

Vol.97

初
め
ま
し
て
。
５
月
か
ら

移
住
・
定
住
支
援
を
行

う
た
め
協
力
隊
に
着
任
し
た
岡

堀
真
麻
で
す
。
私
は
旧
松
尾
村

で
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
と
同
時

に
上
京
し
、
4
月
ま
で
東
京
の

金
融
機
関
に
勤
め
て
い
ま
し

た
。
業
務
の
中
で
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
や
社
会
貢
献
を
通
じ

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
確
認

し
、
多
く
の
人
に
八
幡
平
市
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

移
住
を
決
め
ま
し
た
。

約
20
年
ぶ
り
の
八
幡
平
市

で
の
生
活
は
、
満
開
の

桜
に
雪
が
積
も
り
幻
想
的
な
風

景
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
東
京

で
は
で
き
な
か
っ
た
愛
犬（
北

海
道
犬
）と
の
暮
ら
し
を
満
喫
。

サ
ラ
ダ
フ
ァ
ー
ム
を
愛
犬
と
駆

け
回
り
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
市
の

魅
力
を
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
満

喫
し
た
い
で
す
。

実
際
に
住
み
、
生
活
を
し
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
地
域
に
埋
も
れ
て
い
る

情
報
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
を
吉

田
隊
員
と
と
も
に
、
移
住・定
住

情
報
サ
イ
ト「
は
ち
ま
ん
た
い

通
信
」で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

一
度
ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
か
ら

こ
そ
移
住
を
検
討
し
て
い
る
人

の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
相
談

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
移
住

定
住
の
情
報
以
外
に
も
市
民
の

皆
さ
ん
に
活
用
し
て
も
ら
え
る

情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

愛犬のシロとサラダファームで岩
手山をバックに一枚

今月の担当

岡堀 真
ま あ さ

麻 さん

　世界の子どもたちはどんなご
はんを食べているのかな？14カ
国の料理と食卓の様子がわかる
絵本です。
　それぞれの国の言葉で「おいし
い」を言ってみよう。

『せかいのくにでいただきます !』
作・絵／野村 たかあき、出版社／講談社

　人口 5,000万人、ロシアに次いで
ヨーロッパ第２の広い国土を持つ
国ながら、日本になじみの薄いウク
ライナ。古代からロシア・ソ連の支
配時代を経て1991年の独立まで、ウ
クライナの歴史を学べる１冊です。

『物語ウクライナの歴史』
著／黒川 祐次、出版社／中央公論新社

◆読書マラソンの参加を受け付けます
　７月１日㈮から読書マラソンが始まります。申し
込みは６月18日㈯から始め、申込者にはスタンプカ
ードを発行します。参加を希望する人は市立図書館
または松尾・荒屋各コミセン図書室から申し込んで
ください。
▶期間　７月１日㈮から12月26日㈪まで
◆新着ピックアップ

『た』
作／田島 征三、出版社／佼成出版社

　たがやす、たねまく、たすけあ
う、たたえあう、そしてたのしむ！

「た」から始まる言葉で稲作を中心
とした、日本の農耕文化を描いた
絵本です。豊かな日本語表現と躍
動感あふれる絵が魅力的です。はちまんたい通信は

こちらから

展示資料紹介 「 耳飾り土偶 」

　本館で常設展示中の「耳飾り土偶」（西根地区・
上
か み と な い

斗内Ⅲ遺跡出土）を紹介します。
◆三角形状の両耳に穴

上斗内Ⅲ遺跡の位置

　この土偶は今から約3,500
年前の縄文時代後期のもので
す。高さは16.4㎝で、右腕と
左足は欠けていますが、ほぼ
全身が残っています。この土
偶は、顔は逆三角形でやや上
を向いており、切れ長に吊り
上がる目、胴長で短足という
縄文後期の土偶の特徴をよく
示している良好な資料です。
　また、顔の両側に三角形状
に突起した耳がついており、

よく見ると穴が開いています。これは真ん中に穴の
開いた丸い耳飾りを装着した様子を表現していま
す。このことから「耳飾り土偶」と呼ばれています。
◆縄文人も耳飾りを装着していた
　なぜ耳飾りと分かるのかというと、今から約
7,000年から5,000年
前の縄文時代前期の
全国の遺跡から土
製・石製の耳飾りが
多く見つかるように
なりますが、この土
偶のように耳飾りを
装着した様子が示さ
れていることから、
実際に耳飾りとして
用いられていたもの
だと判断されます。耳飾り土偶 八幡平市蔵
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２02）

みんなが主役

環境・衛生
ワンポイント

　

環
境
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
6
9

市民課

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

ステージイベントや屋台の出店で
賑わいをみせる不動の滝まつり
（５月３日、桜松公園）

杉の子・森の子こども園交通安全
教室を開催（5月16日、杉の子こ
ども園園庭）

　
夏
の
暑
い
日
で
も
、
軽
装
な
ど
に
よ
っ

て
適
正
な
室
温
で
快
適
に
過
ご
す
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」を
始
め
ま

せ
ん
か
。

■
快
適
で
働
き
や
す
い
軽
装

　
ク
ー
ル
ビ
ズ
は
、
日
々
の
気
温
や
一
人

一
人
の
体
調
、暑
さ
寒
さ
の
感
じ
方
な
ど
、

個
々
の
事
情
や
職
場
に
応
じ
て
柔
軟
な
服

装
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
、
夏
の
取
り
組

み
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア

　

市
で
は
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
に
合
わ

真
夏
の
暑
さ
を
乗
り
切
る

柔
軟
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

せ
、
希
望
す
る
職
員
が「
か
り
ゆ
し
ウ
エ

ア
」を
着
用
し
て
い
ま
す
。
友
好
都
市
の

名
護
市
を
含
む
沖
縄
県
で
着
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、暑
さ
を
し
の
ぐ
と
と
も
に
、

交
流
の
気
運
を
高
め
る
取
り
組
み
で
す
。

皆
さ
ん
も「
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
」を
着
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
の
夏
も
電
力
需
給
が
極
め
て
厳
し

い
と
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
燃
料
調
達
リ

ス
ク
が
高
ま
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
電
力

価
格
の
高
騰
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
一
般
家
庭
で
は
、
電
気
消
費
量
の
う
ち

約
５
％
が
待
機
電
力
で
消
費
さ
れ
て
い
ま

す
。
待
機
電
力
を
減
ら
す
た
め
に
、
こ
ま

め
な
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
と
、
電
気
製
品
の
プ

ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
こ
と
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
エ
ア
コ
ン
の
効
率
を
上
げ
る
た
め
、

室
外
機
の
周
り
に
は
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
、
屋
根
を
付
け
て
直
射
日

光
を
避
け
る
こ
と
や
フ
ィ
ル
タ
ー
の
点

検
・
掃
除
を
行
う
な
ど
、
暑
い
夏
を
迎

え
る
前
に
快
適
に
過
ご
す
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

▼
最
新
の
家
電
製
品
は
省
エ
ネ
化
が
進

ん
で
い
る
の
で
、
電
気
料
金
が
節
約
で

き
ま
す
。
省
エ
ネ
家
電
・
Ｌ
ＥＤ

照
明

な
ど
へ
の
買
い
換
え
を
検
討
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

電
力
負
荷
・
待
機
電
力
を

減
ら
す
節
電
の
取
り
組
み

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
ゴ
ー
ヤ
や

ア
サ
ガ
オ
な
ど
の
ツ
ル
性
植
物
を
建
物

の
外
壁
面
に
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
生
育

さ
せ
た
も
の
で
、
太
陽
光
を
遮
り
、
夏

で
も
涼
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
張
り
方
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
窓
近
辺
の
地
面
や
壁
か

ら
の
放
射
熱
の
発
生
と
侵
入
も
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
花
や
実
が
で
き
る
の
も
楽
し
く
、
見
た

目
も
涼
や
か
で
す
。
家
庭
や
会
社
、
学
校

の
皆
さ
ん
で
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

見
た
目
楽
し
く
涼
を
得
る

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
戦

引き手に導かれ、勢いよく運搬車から駆け出す

新緑へ駆け牧草を食む
市営牧野で放牧開始

　市営長久保牧野は５月24日、今期の放牧を開始。こ
の日は約200頭の乳用牛が次々と運搬車で運び込まれ、
検査や消毒を受けた後、元気に牧野へ駆け出しました。
　預託した14頭の放牧作業を見守った畠山義幸さん
＝渋川開拓=は「昨年までは上坊牧野に放牧してい
た。今年は長久保の牧草をたくさん食べて足腰が強い
大きな牛になってほしい」と成長に期待を込めました。
　市営牧野は本年度より指定管理となり、新岩手農
業協同組合が管理運営しています。

姿を見せ始めた八幡平ドラゴンア
イを見に、多くの観光客が訪れる
（５月29日、八幡平頂上付近の鏡沼）

第4走で区間１位の走りを見せた藤澤蒼弥さん

アンカーにたすきをつなぐため、力走する伊藤楓華さん

西根中会心の走りで入賞
75回目の盛岡市内一周継走大会

　第 75回盛岡市内一周継走は４月17日、県営運動公園
陸上競技場を発着点とする周回コースで行われ、西根
中が男子3位、女子4位と入賞を果たしました。
　長山璃

り く

久さんは「選手一人一人が練習に真剣に取り
組み、西中らしいレースができた」と振り返り、遠藤
莉

り ほ

帆さんは「次の大会では、４位以上を目標に頑張りた
い」と意気込みを示しました。
　男女ともに次に控える地区駅伝と県駅伝に向け、さ
らなる飛躍を目指し練習に励んでいます。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

浅沢子ども神楽会の子どもたちが
演目「虎の口」を披露（5月4日、
浅沢神楽伝承館）

子どもたちの成長を願って約100
匹のこいのぼりが掲げられる（5
月1日～8日、松川下ノ橋付近）

4月21日で100歳を迎えられた髙
橋菊治さん＝中沢＝これからもお
元気で（4月21日、自宅前）

真剣な表情でバックホー操作。音と力強さにびっくり

　市建設業協同組合は４月25日、建設業に興味・関
心をもってもらおうと、㈱髙建工業と㈲工藤管工を
スタッフに田頭小で体験学習を開催しました。
　５、６年生16人がミニバックホー操作や距離を測定
するトータルステーションなどの操作に挑戦しました。
　転圧作業に使うコンバインドローラーに試乗した
角掛歩

あゆむ

君は「前に進むのはイメージどおりに操作で
きたけど、曲がりながら後ろに戻るのが難しかった」
と奮闘しながらも楽しんで理解を深めました。

滞在しながら仕事に集中
新安比温泉静流閣が一部施設をリニューアル

　新安比温泉静流閣（橋本雅彦社長）は４月23日、滞在
しながら仕事がしやすいように一部施設を改装オープ
ン。客室の一部はビジネス仕様とし、会議用テーブル
などを備えた共同利用スペースを整備。ビジネスマン
と地元企業とのマッチングサービスも開始しました。
　橋本駿取締役は「コロナ禍の中、どこにいても仕事
ができる環境に改装することができた。訪れるビジネ
スマンと地元企業を結び、新たな事業創出や地域課題
の解決ができるよう支援したい」と力を込めました。 防音性を高め、テレビ会議などリモートワークに対応

狙うは徒競走で一等賞
市内３地区でこどもかけっこ教室を開催

スピードアップにつながる、さまざまな基本動作を練習

　こどもかけっこ教室（市体育協会主催）は５月５、
11の両日、市総合運動公園体育館など市内３会場で
開かれ、西根会場には33人が参加しました。
　多くの子どもへの指導実績がある講師の西舘敦さん
は「アイスクリームを舐めるように腕を交互に振って」
など、楽しませる説明に見本を交えて指導しました。
　参加した梶本凜

り お

生さん（松野小１年）は「床をバン！
と蹴るようにしたら速く走れた」とコツをつかんだ様
子で「お兄ちゃんに勝ちたい」と意気込んでいました。

見事な花を咲かせ、連日多くの見
物客が訪れた為内の一本桜（4月
23日、野駄）

触れてみて力強さを実感
田頭小学校の児童が建設機械の操作体験

交通死亡事故抑止継続１年６カ月
の賞賛状が県警本部長から伝達
（４月19日、市役所）

緊張しながら足浴に取り組む西根一中生

直接触れて学ぶ看護の心
病院で実際のケアを学ぶ

　市立病院は５月11日、ふれあい看護体験を行い、
市内外出身の中高生８人が参加。看護の仕事につい
て理解を深めました。　
　生徒たちは看護師ユニフォームに着替え、院内見
学をした後、看護師の指導を受けながら職員が患者
役となり足

そ く よ く

浴や血圧測定の体験をしました。
　西根中3年の澤尻眞

ま ゆ か

由佳さんは「想像より大変だと
感じたが、感謝される仕事でやりがいがある。看護師
を目指し頑張りたい」と将来を見据えました。

開催に万全を期すと力強く語る佐々木孝弘市長

冬の祭典に向け一致団結
いわて八幡平白銀国体市実行委員会を設立

　特別国民体育大会冬季大会スキー競技会いわて八
幡平白銀国体市実行委員会が4月27日、設立総会・
第１回総会を開きました。
　県スキー連盟会長ら関係者74人が出席。同会事務
局から開催準備の報告を受け、基本方針や事業計
画・予算などを審議しました。
　令和5年2月17日㈮から20日㈪までの４日間の
日程で、全国から約 1,800人の参加者が見込まれて
います。

岩手警察署長から指定書の交付を受ける大森会長

鍵かけ備えはしっかりと
荒屋地区振興協議会が鍵かけモデル地区に

　鍵かけモデル地区指定書交付式は４月26日、岩手警
察署で行われ、荒屋地区振興協議会（大森力男会長）に
指定書が交付されました。
　同地区は、市内でも人の出入りが多い地区のため住
民の鍵かけ意識の向上を図り、自主防犯能力の引き上
げが必要と判断され指定を受けました。
　大森会長は、「スキーの国内最大行事である国体も
予定されており、チラシの配布や講習会を行い、啓発
をしていきたい」と決意を述べました。
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【広　告】
▪
編
集
後
記

▽
５
月
８
日
開
催
の
市
民
健
康
マ
ラ
ソ

ン
で
は
、平
笠
小
３
年
の
吉
田
礼れ
む夢
君
が

３
年
連
続
の
大
会
新
記
録
を
狙
い
出
場
。

惜
し
く
も
新
記
録
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
３
年
連
続
で
優
勝
し
ま
し
た
。
次

こ
そ
新
記
録
を
狙
う
と
い
う
本
人
、目
ヂ

カ
ラ
溢
れ
て
ま
し
た
。目
指
せ
未
来
の
ミ

ラ
イ
モ
ン
ス
タ
ー
。　　
　
　
　
　
　
智〇
〇

▽
市
立
病
院
と
な
り
、初
め
て
開
催
さ
れ

た
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
を
取
材
し
ま
し

た
。看
護
師
を
目
指
し
て
い
る
生
徒
や
臨

床
検
査
技
師
に
興
味
の
あ
る
生
徒
な
ど

中
学
生
で
既
に
明
確
な
夢
や
目
標
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。夢
に

向
か
っ
て
挑
戦
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

を
広
報
で
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。� 

雅○
○

地
道
に
積
み
重
ね
た
努
力
の
末
、
つ
か
ん
だ
銅
メ
ダ
ル

な
が
い
・
ひ
で
あ
き　

38
歳　

＝
盛
岡
市
＝

永
井
秀
昭　
さ
ん

昭和58年生まれ。妻、長女、長男と4人
で暮らす。田山中、盛岡南高、早大卒。
趣味はサイクリングと映画鑑賞。休日は
子どもたちと遊びリフレッシュする。座
右の銘は「一生懸命」、好きな言葉は「人事
を尽くして天命を待つ」。

　
2
月
4
日
か
ら
20
日
ま
で
北
京
市

な
ど
を
会
場
に
北
京
冬
季
五
輪
が
開

か
れ
、永
井
秀
昭
さ
ん
が
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
複
合
競
技
に
出
場
。17
日
の
団
体
戦

で
は
3
位
と
な
り
、リ
レ
ハ
ン
メ
ル
五

輪
以
来
28
年
ぶ
り
と
な
る
メ
ダ
ル
獲

得
に
貢
献
し
ま
し
た
。最
後
の
五
輪
と

位
置
付
け
、臨
ん
だ
本
大
会
で
の
銅
メ

ダ
ル
獲
得
に「
よ
う
や
く
獲
得
で
き
た

喜
び
や
安
堵
感
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
感

情
が
入
り
乱
れ
、と
て
も
興
奮
し
て
い

た
」と
嬉
し
そ
う
に
語
る
。

　
ス
キ
ー
が
盛
ん
な
地
域
で
育
っ
た

影
響
も
あ
り
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
自
宅

前
に
作
ら
れ
た
特
設
ス
キ
ー
場
で
ス

キ
ー
に
触
れ
て
い
た
。
２
歳
上
の
兄

の
影
響
で
中
学
1
年
か
ら
本
格
的
に

複
合
競
技
を
始
め
た
が
、
初
め
て
出

場
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
ダ
ン
ト
ツ
の
最
下
位
。
関
係
者

ら
か
ら
拍
手
で
迎
え
ら
れ
と
て
も
恥

ず
か
し
か
っ
た
と
当
時
を
振
り
返

る
。
そ
の
後
努
力
を
重
ね
、
全
日
本

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
を
3
連
覇
す
る

な
ど
着
実
に
力
を
付
け
、
30
歳
で
五

輪
に
初
出
場
。
以
降
2
大
会
連
続
で

五
輪
出
場
を
果
た
す
が
メ
ダ
ル
獲
得

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
こ
こ
で
辞
め

た
ら
後
悔
が
残
る
」と
気
持
ち
を
奮

い
立
た
せ
、
一
年
一
年
競
技
に
打
ち

込
み
、
3
度
目
の
五
輪
挑
戦
で
競
技

人
生
最
高
の「
ご
褒
美
」を
つ
か
み

取
っ
た
。
長
い
競
技
人
生
を
振
り
返

り「
こ
こ
ま
で
競
技
を
続
け
ら
れ
た

の
は
家
族
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
お
か

げ
」と
感
謝
を
口
に
す
る
。

　
今
後
は
第
一
線
か
ら
退
く
意
向
で

「
38
歳
ま
で
戦
い
抜
い
た
体
を
労
わ

り
な
が
ら
、
複
合
競
技
の
次
に
夢
中

に
な
れ
る
も
の
を
探
し
た
い
」と
意

気
込
む
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ「
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
の
で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」と

エ
ー
ル
を
送
る
。

2018年Ｗ杯で懸命に前の選
手を追う永井さん

第
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ク
冬
季
競
技
大
会
ス
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体
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